
資

料

編

秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校
同
窓
会
会
則

（
名
　

称
）

第
１
条
　
本
会
は
、
秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校
同
窓
会
（
略
称
「
秋
高
同
窓
会
」

と
い
う
。）
と
称
す
る
。

（
目
　
的
）

第
２
条
　
本
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
母
校
の
発
展
に
尽
く
す
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

（
事
　
業
）

第
３
条
　
本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
う
。

Ｉ
、
秋
高
同
窓
会
だ
よ
り
、
会
員
名
簿
そ
の
他
記
念
誌
等
の
発
行

２
、
同
窓
会
入
会
式
そ
の
他
講
演
会
等
の
開
催

３
、
母
校
、
母
校
生
徒
会
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
の
連
携
・
協
力

４
、
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
事
業

（
会
　
員
）

第
４
条
　
本
会
は
、
次
の
会
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

１
、
正

会

員
　
秋
田
県
立
秋
田
中
学
校
、
そ
の
後
身
の
旧
秋
田
県
立
秋
田
南

高
等
学
校
及
び
秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校
の
卒
業
者
並
び
に
在
学
し
た
者

２
、
特
別
会
員
　

前
号
に
規
定
す
る
学
校
の
教
職
員
及
び
か
つ
て
教
職
員
で

あ
っ
た
者

（
役

員
）

第
５
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

１
、
会
　
　
長
　
　
１
　
名

２
、
副

会

長
　
　
若
干
名

３
、
常
任
理
事
　
　
員
数
に
つ
い
て
は
第
６
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
。

４
、
理
　
　
事
　
　
員
数
に
つ
い
て
は
第
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
。

５
、
監
　
　
事
　
　
３
　
名

（
役
員
の
選
出
等
）

第
６
条
　
役
員
の
選
出
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

１
、
会
長
、
副
会
長
、
監
事
は
、
正
会
員
の
中
か
ら
、
本
会
則
第
1
5
条
で
定
め

る
運
営
委
員
会
（
以
下
「
運
営
委
員
会
」
と
い
う
。）
で
推
薦
の
上
、
理

事
会
に
諮
り
、
総
会
に
お
い
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
但
し
、
副
会
長

の
１
名
は
、
正
会
員
に
関
わ
ら
ず
、
現
学
校
長
と
す
る
。

２
、
常
任
理
事
は
、
現
常
置
委
員
長
等
及
び
母
校
の
教
職
員
等
の
中
か
ら
運
営

委
員
会
に
諮
り
、
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
こ
と
と
し
、
員
数
に
つ
い
て

は
2
0名
以
内
と
す
る
。

３
、
理
事
は
、
卒
業
年
次
ご
と
に
推
薦
さ
れ
た
者
を
理
事
会
に
諮
り
、
決
定
す

る
。
但
し
、
各
年
次
推
薦
の
理
事
は
、
原
則
1
0名
以
内
と
す
る
。

（
役
員
の
職
務
）

第
７
条
　
役
員
の
職
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

１
、
会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
轄
す
る
。

２
、
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
又
は
会
長
が
欠
け

た
と
き
は
、
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
順
序
に
よ
り
、
そ
の
職
務
を
代

行
す
る
。

３
、
常
任
理
事
及
び
理
事
は
、
理
事
会
に
出
席
し
、
本
会
の
重
要
事
項
を
審
議
、

決
定
す
る
。

４
、
監
事
は
、
本
会
の
経
理
及
び
執
行
に
関
す
る
監
査
を
行
う
。

（
役
員
の
任
期
）

第
８
条
　
役
員
の
任
期
は
、
３
年
と
す
る
。
但
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

（
顧
問
・
参
与
）

第
９
条
　
本
会
に
顧
問
及
び
参
与
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２
、
顧
問
及
び
参
与
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
顧
問
・
参
与
に
関
す
る
規
程



に
よ
る
。

（
事
務
局
）

第
1
0
条
　
本
会
の
事
務
局
は
、
校
史
資
料
館
〔
「
羽
城
館
」
〕
内
に
置
く
。

２
、
事
務
局
に
は
事
務
局
長
及
び
事
務
局
職
員
を
置
き
、
こ
れ
を
会
長
が
委
嘱

す
る
。

３
、
事
務
局
長
及
び
事
務
局
職
員
は
、
主
に
本
会
の
総
務
事
務
及
び
経
理
事
務

を
会
長
の
命
を
受
け
て
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
支
部
等
同
窓
会
）

第
1
1
条
　
会
員
は
地
域
又
は
職
域
等
で
組
織
さ
れ
た
同
窓
会
（
以
下
「
支
部
等
同

窓
会
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
、
支
部
等
同
窓
会
を
設
置
し
た
と
き
は
、
そ
の
名
称
、
事
務
所
、
会
員
数
、

役
員
名
及
び
活
動
状
況
等
を
本
会
の
会
長
あ
て
に
速
や
か
に
届
け
出
る
も

の
と
す
る
。

３
、
本
会
は
、
支
部
等
同
窓
会
と
密
接
な
連
携
を
保
つ
も
の
と
す
る
。

（
機
　
関
）

第
1
2
条
　
本
会
に
次
の
機
関
を
置
く
。

１
、
総
　
会

２
、
理
事
会

３
、
運
営
委
員
会

４
、
常
置
委
員
会

（
総
　
会
）

第
1
3
条
　
総
会
は
年
一
回
定
期
的
に
開
催
す
る
も
の
と
す
る
。
但
し
、
必
要
に
応

じ
て
臨
時
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
、
総
会
は
会
長
が
招
集
し
、
次
の
事
項
を
審
議
・
決
定
す
る

①
会
務
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
に
関
す
る
こ
と

②
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
関
す
る
こ
と

③
役
員
で
あ
る
会
長
・
副
会
長
・
監
事
な
ど
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
こ
と

④
会
則
、
規
則
等
の
制
定
及
び
改
廃
に
関
す
る
こ
と

⑤
そ
の
他
本
会
の
運
営
上
、
特
に
必
要
と
認
め
る
重
要
事
項

（
理
事
会
）

第
1
4
条
　
理
事
会
は
、
次
の
事
項
を
審
議
・
決
定
す
る
。

１
、
総
会
に
付
議
す
る
事
項

２
、
理
事
の
選
任
に
関
す
る
こ
と

３
、
本
会
の
運
営
に
関
わ
る
重
要
事
項

（
運
営
委
員
会
）

第
1
5
条
　
本
会
に
運
営
委
員
会
を
置
き
、
会
長
・
副
会
長
・
監
事
・
顧
問
・
参

与
・
常
置
委
員
長
等
、
及
び
常
任
理
事
の
中
か
ら
会
長
が
指
名
し
た
者

を
も
っ
て
組
織
す
る
。

２
、
運
営
委
員
会
は
、
次
の
事
項
を
審
議
・
決
定
す
る
。

①
理
事
会
に
付
議
す
る
事
項

②
顧
問
及
び
参
与
の
選
任
に
関
す
る
事
項

③
本
会
の
運
営
に
関
わ
る
事
項
全
般

（
常
置
委
員
会
等
）

第
1
6条
　
本
会
に
次
の
常
置
委
員
会
を
置
く
。

①
企
画
委
員
会

②
財
政
委
員
会

③
名
簿
委
員
会

④
広
報
委
員
会

２
、
各
常
置
委
員
会
に
委
員
長
及
び
副
委
員
長
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
常
置
委
員

の
互
選
に
よ
り
選
出
す
る
。

３
、
各
常
置
委
員
会
の
所
掌
事
項
及
び
運
営
に
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る

常
置
委
員
会
規
程
に
よ
る
。

４
、
本
会
の
運
営
上
、
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
る
。



（
会
　

議
）

第
1
7
条
　
理
事
会
及
び
運
営
委
員
会
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。

２

、
常
置

委

員
会
は
、
会

長
の
承

認
を
得

て
、
各

委
員
長

が
招

集
す

る
。

（

経
　

費
）

第
1
8
条
　
本
会
の
経
費
は
、
年
会
費
、
入
会
金
、
及
び
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て

こ

れ

に
あ
て

る
。

２
、
年
会

費

及
び
入
会

金
に
つ

い
て
は

、
別
に
定

め

る
年

会
費

・
入

会
金
規

程

に
基

づ
き
納
入

す
る
も
の

と
す

る
。

３
、
会

員

等
か
ら
の
寄
付

金
に

つ

い
て

は
、
次

条
で
定

め
る
基

金
に

納
入
す

る

も
の

と
す

る
。

（
基
　

金
）

第
1
9条
　

本
会

は
、
別
に
定

め
る
と

こ
ろ
に

よ
り
、
基
金
を

設
け

る
こ

と
が
で

き
る
。

（
会
計
年

度

）

第
2
0
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
、
４
月
１
日
か
ら
始
ま
り
翌
年
３
月
3
1
日
に
終
わ
る
。

附
則

１
、
こ
の
会
則
は
、
大
正
４
年
８
月
2
2
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
、

こ
の
会

則
は

、
昭
和
5
6年

８
月
1
6日

か
ら
施
行

す
る
。

３
、

こ
の
会

則
は

、
昭
和
6
0年

８
月
1
8日

か
ら
施
行

す
る
。

４
、

こ
の
会

則

は
、
昭
和
6
1年

８
月
2
4日

か
ら
施
行

す
る
。

５

、
こ
の
会

則

は
、
昭
和
6
2年

８
月

９
日

か
ら
施
行

す
る
。

６
、
こ
の
会
則
は
、
平
成
６
年
７
月
1
7
日
か
ら
施
行
す
る
。

７

、
こ

の
会

則

は
、
平
成
2
2年
６

月
1
9日

か
ら
施

行
す

る
。

財
　

務
　

規
　

程

（
趣
　

旨
）

第
１
条
　

こ

の
規
定

の
趣
旨
は

、
同

窓
会
の

能
率
的
な

運
営
を

図
る

た
め
、
財

産

お

よ
び
会
計

処
理
に

関
し
、

必
要

な
事
項
を

定
め

る
も
の

と
す

る
。

（
会
計
年
度
）

第
２
条
　
会
計
年
度
は
、
同
窓
会
会
則
第
2
0
条
に
定
め
る
と
お
り
４
月
１
日
か
ら

始
ま
り
翌
年
の
３
月
3
1
日
に
終
わ
る
も
の
と
す
る
。

（
会
費
の
徴
収
）

第
３
条
　
会
費
は
単
年
度
処
理
と
す
る
。

（
会
計
区
分
）

第
４
条
　
会
計
区
分
は
以
下
の
通
り
と
す
る
。

①
　
一
般
会
計
　
　
　
②
基
金
会
計
　
　
　
③
　
名
簿
会
計

④
　
退
職
金
積
立
会
計
　
　
　
⑤
　
資
料
館
整
備
積
立
会
計

２
　
同
窓
会
が
特
別
な
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
特

別
会
計
を
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
予
　
算
）

第
５
条
　
財
政
委
員
会
は
同
窓
会
の
予
算
案
を
作
成
し
会
長
に
提
出
す
る
。

２
　
予
算
案
は
理
事
会
・
総
会
に
提
案
し
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

３
　
予
算
成
立
後
、
当
該
予
算
を
年
度
中
途
で
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
と

き
は
、
会
長
の
専
決
処
分
と
し
、
後
日
理
事
会
・
総
会
に
報
告
す
る
も

の
と
す
る
。

（
帳
簿
等
）

第
６
条
　
収
支
支
出
を
明
確
に
処
理
す
る
た
め
の
帳
簿
と
し
て
、
次
の
も
の
を
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
　
現
金
出
納
簿
　
　
　
②
　
財
産
台
帳
　
　
　
③
　
予
算
整
理
簿

（
支
　
出
）

第
７
条
　
支
出
は
予
算
に
適
合
し
、
適
法
な
請
求
が
あ
っ
た
と
き
に
こ
れ
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

２
　
支
出
は
債
権
者
ご
と
に
支
出
伝
票
を
作
成
し
、
支
払
い
を
完
了
し
た
上

で
領
収
書
を
添
付
し
、
完
了
と
す
る
。

（
決
　

算
）



第
８

条
　

同
窓
会

の
決
算

は
、

毎
年
事

業
年
度

終
了

後
速

や
か
に

理
事
会

・

総
会

に

報
告
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

①
　
収
支
決
算
書
　
　
　
②
　
財
産
目
録

（
財
　

産
）

第
９

条
　

同
窓
会

の
財
産

は
す

べ
て
財

産
台

帳
に
記

載
す

る

も
の
と
す

る
。

た
だ

し

、

一
品

の
単

価
が

１
０
万

円
未
満

の

も
の
は

、
消

耗
品

と
し
て

取
り

扱

い
、

財
産
台

帳
へ

の
記

載
を

省
略
す

る
こ

と
が
で

き

る
。

（
通

帳
・
印

鑑

・
現
金
等

の
取

り
扱

い
）

第
1
0条
　

預
金
通

帳
と
印

鑑
は
別

々

に
保

管
す

る
こ
と

。
ま

た
、
窓

口
徴
収

さ
れ

た
現
金

は
、
速

や

か
に
金
融

機

関
に
預
金

す

る
こ

と
と
す

る
。

（
契
　

約
）

第
1
1
条
　
高
額
の
備
品
等
に
つ
い
て
は
数
社
か
ら
見
積
も
り
を
取
る
こ
と
と
す
る
。

（
旅
　

費
）

第
1
2
条
　
会
長
命
令
に
よ
り
公
務
的
に
出
張
す
る
場
合
は
、
旅
費
規
程
に
な
ら
い

支

給
す

る
。

（
給
　

与

）

第
1
3条
　

事

務
局
長

並
び

に
事

務
補
助

に
対

し
て
月

給

と
期
末

手
当
を

支

給
す

る
。

繁
忙

期
に

は
事

務

局
長

が
判

断
し

ア
ル

バ
イ
ト

を
雇

い
、

時
間
相

当
の

給
与

を
支

給
す

る
。

附
　

則
　
　
　

こ
の

財
務

規
程

は
、
平

成
2
3年

６

月
2
5日

か

ら
施
行
す

る
。

常

置

委

員

会

規

程

（
設
　

置

）

第
１
条
　
秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校
同
窓
会
会
則
第
1
6
条
に
基
づ
き
、
事
業
の
円

滑
な

運
営

を
図

る
た

め
、
次

条
に

定
め

る
常

置
委

員
会

（
以
下

「
委
員

会
」

と
い

う
。
）

を
設
置

す

る
。

（
委

員
会

の
名

称
）

第
２
条
　
委
員
会
の
名
称
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
１
）
企
画
委
員
会

（
２
）
財
政
委
員
会

（
３
）
名
簿
委
員
会

（
４
）
広
報
委
員
会

２
、
委
員
会
の
職
務
は
、
別
表
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

（
委
員
の
選
出
）

第
３
条
　
委
員
の
選
出
は
、
運
営
委
員
会
で
行
い
、
会
長
が
委
嘱
す
る
。

（
役
　
員
）

第
４
条
　
委
員
会
に
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
委
員
長
及
び
副
委
員
長
を
置
く
。

（
委
員
長
の
職
務
）

第
５
条
　
委
員
長
は
、
当
該
委
員
会
の
会
務
を
統
括
す
る
。

２
、
副
委
員
長
は
、
委
員
長
を
補
佐
し
、
委
員
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
そ
の

職
務
を
代
行
す
る
。

（
委
員
会
の
招
集
）

第
６
条
　
委
員
長
は
、
会
長
の
承
認
を
得
て
、
委
員
会
を
招
集
す
る
。

２
、
会
長
は
、
必
要
に
よ
り
委
員
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
議
の
議
長
）

第
７
条
　
委
員
会
の
議
長
は
、
委
員
長
が
そ
の
職
務
を
行
う
。

２
、
委
員
長
及
び
副
委
員
長
が
と
も
に
不
在
の
場
合
は
、
会
長
は
他
の
委
員
を

議
長
に
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
副
会
長
の
出
席
）

第
８
条
　
副
会
長
は
、
い
ず
れ
か
の
委
員
会
を
担
当
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う

も
の
と
す
る
。

（
合
同
委
員
会
）

第
９
条
　
会
長
は
、
２
以
上
の
委
員
会
に
互
い
に
関
連
す
る
事
項
及
び
そ
の
他
重

要
事
項
を
議
題
と
し
て
、
こ
れ
ら
委
員
会
の
合
同
会
議
を
招
集
す
る
こ



と
が
で
き
る
。

２
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
項
の
合
同
委
員
会
議
長
は
、
会
長
と
す
る
。

（
会
議
経
過
の
報
告
）

第
1
0条
　
委
員
長
は
、
委
員
会
に
お
け
る
会
議
の
経
過
及
び
結
果
を
会
長
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
、
会
長
は
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
委
員
会
の
会
議
の
経
過
及
び
結
果
を

理
事
会
で
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

（
会
議
録
の
作
成
）

第
1
1
条
　
委
員
会
は
、
会
議
録
を
作
成
し
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
別
委
員
会
）

第
1
2
条
　
会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
２
条
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
、
特
別
委
員
会
の
委
員
は
、
理
事
の
中
か
ら
会
長
が
委
嘱
す
る
。

（
委
　
任
）

第
1
3条
　
こ
の
規
程
に
定
め
の
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
の
運
営
上
必
要
な
事

項
は
、
会
長
が
定
め
る
。

附
則

Ｉ
、
こ
の
規
程
は
、
昭
和
6
0
年
８
月
1
8
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
、
こ
の
規
程
は
、
平
成
2
2年
６
月
1
9日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
２
条
関
係
）

委
員
会

の
職

務

（
企
画
委
員
会
）

１
、
総
会
及
び
理
事
会
等
の
開
催
方
法
に
関
す
る
こ
と

２
、
本
会
の
行
事
予
定
等
企
画
に
関
す
る
こ
と

３
、
会
則
及
び
諸
規
程
の
制
定
・
改
廃
等
に
関
す
る
こ
と

４
、
母
校
及
び
支
部
等
同
窓
会
と
の
連
絡
調
整
等
に
関
す
る
こ
と

。

５
、
事
務
局
に
関
す
る
こ
と

６
、
他
の
委
員
会
に
属
し
な
い
事
項
等
に
関
す
る
こ
と

（
財
政
委
員
会
）

１
、
本
会
の
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
こ
と

２
、
本
会
の
財
政
全
般
に
関
す
る
こ
と

（
名
簿
委
員
会
）

１
、
同
窓
会
員
名
簿
の
作
成
、
編
集
等
に
関
す
る
こ
と

（
広
報
委
員
会
）

１
、
会
報
「
同
窓
会
だ
よ
り
」
の
編
集
、
発
行
に
関
す
る
こ
と

２
、
会
員
、
同
期
会
及
び
支
部
等
同
窓
会
の
活
動
状
況
の
広
報
に
関
す
る
こ
と

３
、
そ
の
他
本
会
の
広
報
に
関
す
る
こ
と

年

会

費

・
入

会

金
規

程

（
総
　
則
）

第
１
条
　
こ
の
規
程
は
、
会
則
第
1
8条
に
基
づ
き
、
年
会
費
及
び
入
会
金
に
つ
い

て
定
め
る
。

（
年
会
費
）

第
２
条
　
年
会
費
は
、
２
０
０
０
円
と
す
る
。

（
入
会
金
）

第
３
条
　
入
会
金
は
、
７
２
０
０
円
と
し
、
入
会
金
を
納
め
た
会
員
は
、
４
年
間
、

会
費
を
免
除
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

２
、
会
則
第
４
条
第
１
項
に
定
め
る
在
学
し
た
者
及
び
同
第
２
項
の
特
別
会
員

に
つ
い
て
は
、
前
項
の
適
用
除
外
と
す
る
。

（
改
　
定
）

第
４
条
　
年
会
費
及
び
入
会
金
の
改
定
は
、
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

但
し
、
在
校
生
の
入
会
金
に
つ
い
て
は
、
会
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
学
校

長
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



附
則

１
、
こ
の
規
程
は
、
平
成
６
年
７
月
1
7
日
か
ら
施
行
し
、
会
費
に
つ
い
て
は
平
成

７
年
４
月
１
日
か
ら
、
入
会
金
に
つ
い
て
は
同
年
の
入
学
者
か
ら
適
用
す
る
。

２
、
こ
の
規
程
は
、
平
成
2
2
年
６
月
1
9
日
か
ら
施
行
す
る
。

同

窓

会

基
金
管

理
規

程

（
目
　
的
）

第
１
条
　
こ
の
規
程
は
、
会
則
第
1
9条
に
基
づ
き
、
本
同
窓
会
の
特
定
の
目
的
の

た
め
に
、
基
金
を
積
み
立
て
る
も
の
と
す
る
。

（
名
　
称
）

第
２
条
　
本
基
金
の
名
称
は
、
秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校
同
窓
会
基
金
（
以
下

「
基
金
」
と
い
う
。）
と
す
る
。

第
３
条
　
基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
毎
年
度
、
一
般
会
計
予
算
で
定
め
る

額
お
よ
び
会
員
等
か
ら
の
寄
付
金
と
す
る
。

第
４
条
　
基
金
は
、
有
利
な
運
用
を
図
り
、
そ
の
果
実
は
本
基
金
に
繰
り
入
れ
る

も
の
と
す
る
。

第
５
条
　
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め
、
基
金
の
取
り
崩
し
が
必
要
な
と
き
は
、
総

会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
６
条
　

基
金
の
決
算
は
、
監
事
の
監
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
、
会
長
は
、
前
項
の
決
算
及
び
監
査
結
果
を
総
会
に
報
告
し
、
承
認
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
則

１
、
こ
の
規
程
は
、
昭
和
6
2年
８
月
９
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
、
こ
の
規
程
は
、
平
成
2
2年
６
月
1
9日
か
ら
施
行
す
る
。

顧

問

・

参

与

に

関

す

る

規

程

（
目
　

的

）

第

１
条
　

こ

の
規
程

は
、
会
則

第
９
条

に
基

づ
き
、
同
窓
会

に
功

績
の

あ
っ
た
者

を
顧

問

お
よ
び

参
与

と
し
、

継
続
し

て
助
力

を
求

め

る
こ
と

を
目
的

と

す

る
。

（
顧
　

問
）

第
２
条
　

本

会

に
功
労

の
あ
っ

た
者
を
会

長
が
運

営
委

員
会

に
諮
り

、
顧

問
と
す

る
こ

と
が
で

き
る
。

（

参
　
与

）

第

３
条
　

母

校
の
校

長
経
験
者

の
中

か
ら
会
長

が
運
営
委
員

会
に

諮
り
、

参
与
と

す

る
こ

と
が
で
き

る
。

（

任
期
及
び

退
任
）

第

４
条
　

顧

問
及
び

参
与

の
任
期
は

３
年
と

す
る
。

た
だ

し
、

一
身
上

の
都
合

に

よ

り
辞

任
を
申
し

出
た

と
き
は
、

退
任
で

き
る
も
の

と
す

る
。

（
顧
問
及
び

参
与

の
職
務

）

第
５
条
　

顧

問
及
び

参
与

は
、
必
要

に
応

じ
会
長
等
の
相
談
に
応

ず
る
も
の

と
す

る
。

（
経
過

規
定
）

第
６

条
　

こ
の

規
定

施
行
の
と

き
、
顧

問
・
参
与

で
あ

る
者

は
、

こ
の
規

定
施
行

時
に

任
命

さ
れ
た
者

と
み
な

す
。

附
則

１
、
こ
の
規
定
は
、
平
成
2
2
年
６
月
1
9
日
か
ら
施
行
す
る
。

会
則
・
財
務
規
程
に
つ
い
て
　
平
成
2
2
年
の
総
会
に
お
い
て
会
則
が
1
6
年
ぶ
り
に

大

幅
に
改
正

さ

れ
た
。
ま

た
平

成
2
3年

に
は

総
会
で
財

務
の
規

程
が

新
た
に
承

認

さ
れ
改
正

さ
れ

た
。
前
者

は
企
画
委

員
会
、

後
者

は
財

政
委
員

会
の

努
力
に
よ

っ

て
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。



会長、事務局長等

元号年 西暦 学校創立 会　　長 校　長 事務局長 事務職員 事務局 主な事業

平 成５年 1993 年 １２０ 周年 丸山　　 健 椎名　光雄 伊藤　守一 小体・新会館 同窓会館完 成
名簿36号発行

平成 ６年 1994 年 １２１周年 丸山　　 健 椎名　光雄 伊藤　守一 山本和枝 同窓会館 会則改正

平成 ７年 1995 年 １２２ 周年 丸山　　 健 松岡　正樹 田口　能祐 山本和枝 同窓会館 全員会費制

平 成８年 1996 年 １２３周年 丸山　　 健 松岡　正樹 田口　能祐 山本和枝 同窓会館

平成 ９年 1997 年 １２４周年 丸山　　 健 池田　好道 田口　能祐 山本和枝 同窓会館

平成10 年 1998 年 １２５周年 丸山　　 健 池田　好道 斎藤　広孝 山本和枝 同窓会館 名簿37 号発行

平成11年 1999 年 １２６周年 丸山　　 健 池田　好道 斎藤　広孝 山本和枝 同窓会館

平成12 年 2000 年 １２７周年 丸山　　 健 高橋　幸臣 斎藤　広孝 山本和枝 同窓会館 会費・名簿の
事務局管理スタート

平成13 年 2001 年 １２８周年 丸山　　 健 高橋　幸臣 斎藤　広孝 山本和枝 同窓会館

平成14 年 2002 年 １２９周年 丸山　　 健 高橋　幸臣 斎藤　広孝 山本和枝 同窓会館

平成15 年 2003 年 １３０周年 辻　　 兵吉
丸山　　 健

菅原　　 洋 佐藤　　晋 山本和枝 同窓会館 名簿38 号発行

平成16 年 2004 年 １３１周年 辻　　 兵吉 菅原　　洋 佐藤　　晋 山本和枝 同窓会館

平成17 年 2005 年 １３２周年 辻　　兵吉 菅原　　洋 仙波　昭彦 山本和枝 同窓会館

平成18 年 2006 年 １３３周年 辻　　 兵吉 柴田　義弘 仙波　昭彦 山本和枝 同窓会館

平成19 年 2007 年 １３４周年 辻　　 兵吉 柴日　義弘 仙波　昭彦 山本和枝 同窓会館

平成20 年 2008 年 １３５周年 辻　　
兵吉

豊口　祐一
菊谷　　 一 仙波　昭彦 山本和枝 同窓会館 名簿39 号発行

平成21 年 2009 年 １３６周年 豊口　祐一 菊谷　　 一 仙波　昭彦 山本和枝 同窓会館

平成22 年 2010 年 １３７周年 豊口　祐一 菊谷　　 一 寺田　和夫 山本和枝 同窓会館 会費一部コンビニ
収納　会則改正

平成23 年 2011 年 １３８周年 豊口　祐一 高橋　　貢 寺田　和夫 山本和枝 同窓会館

平成24 年 2012 年 １３９周年 豊口　祐一 高橋　　貢 寺田　和夫 山本和枝 同窓会館

平成25 年 2013 年 １４０周年 豊口　祐一 高橋　　貢 寺田　和夫 山本和枝 同窓会館 名簿40 号発行

校史資料館企画展

元号年 回 展示作家 ジャンル 元号年 回 展示作家 ジャンル

平成６年 第１回 佐藤　菊夫 音　楽 平成16 年 第11 回 大塚　　 博 洋　画
平成７年 第２回 伊藤　博次 洋　画 平成17 年 第12 回 鎌田　俊夫 彫　刻

平成８年 第３回 西木　正明 文　芸 平成18 年 第13 回 斎藤　　 昇 洋　画
平成９年 第４回 井上　隆明 学　問 平成19 年 第14 回 伊藤　紘美 彫　刻

平成10 年 第５回 東海林太郎 歌　謡 平成20 年 第15 回 石井　晴子 洋　画

平成11 年 第６回 吉田　鹿山 書　道 平成21 年 第16 回 柴田　義弘 写　真
平成12 年 第７回 池内　茂吉 洋　画 平成22 年 第17 回 佐藤　克己 洋　画
平成13 年 第８回 岩田　次夫 写　真 平成23 年 第18 回 小柳　　力 彫　刻

平成14 年 第９回 高橋　宏幸 文　芸 平成24 年 第19 回 柴山　芳隆 文　芸

平成15 年 第10 回 岩崎　雅典 映　画 平成25 年 第20 回 佐々木　毅 学　問

第１回「企画展」リーフレットよりの抜粋

創立120周年記念事業の一環として、同窓各位の浄財を基にして建築されたのが、校史資料館

である。さらにまた、建物の木部は、1928 年（昭和３年）に始まる学校林の杉の美林を使用した

ものであること、また、設計・施工のすべては同窓生の手になることも意義深い。この偉大なる

歴史の殿堂に新たに黄金の釘を打ち込む努力を傾注したいものである



入会式（先輩激励のことば）

年　度 氏　名 卒業年次 役 職 等

昭和58 年度 吉井　忠亮 昭和13 年 元秋田北高校校長

昭和61 年度 照井　清司 昭和36 年 秋田市役所助役

昭和62 年度 吉村　　昇 昭和37 年 秋田大学教授

昭和63 年度 猿田　和三 昭和57 年 建設会社役員

平成 元 年度 丸山　　完 昭和19 年 秋田県副知事

平成 ２ 年度 小川　哲郎 昭和25 年 秋田大学医学部教授

平成 ３ 年度 北林　照助 昭和24 年 秋田県議会議員

平成 ４ 年度 小玉　得太郎 昭和18 年 秋高同窓会副会長

平成 ５ 年度 豊口　祐一 昭和34 年 弁護士

平成 ６ 年度 井上　房子 昭和29 年 秋高同窓会副会長

平成 ７ 年度 粟津　祐教 昭和39 年 俳　優

平成 ８ 年度 井上　隆明 昭和25 年 秋田経済法科大学学長

平成 ９ 年度 佐々木　厚 昭和36 年 秋田大学教授

平成10 年度 松岡　直昭 昭和36 年 講談社

平成11 年度 寺田　俊夫 昭和37 年 県医師会会長

平成12 年度 備前　雄一 昭和40 年 大森町長

平成13 年度 藤盛　節子 昭和43 年 秋田市教育委員会委員

平成14 年度 三浦　廣巳 昭和44 年 （株）秋田日産自動車社長

平成15 年度 小松　　守 昭和46 年 秋田市立大森山動物園園長

平成16 年度 加藤　義康 昭和47 年 秋田県議会議員

平成17 年度 大島　千明 昭和49 年 （株）無限堂代表取締役

平成18 年度 新出　康史 昭和56 年 秋田ノーザンブレッツ監督

平成19 年度 古谷　　薫 昭和63 年 弁護士

平成20 年度 河村　希典 平成 ２ 年 秋田大学准教授

平成21 年度 長谷川　仁志 昭和57 年 秋田大学教授

平成22 年度 鈴木　道明 昭和59 年 ケアタウン小平クリニック勤務医

平成23 年度 笹尾　千草 平成 ８ 年 ココラボラトリー代表

平成24 年度 草野　　剛 平成10 年 Turismo con Proposito 代表
平成25 年度

総会講師一覧〃 ● Ｊ 　 　 〃

年　度 氏　 名 卒業年次 役　職　等

平成16 年度 高田　　 斉 昭和38 年 気象予報士

平成17 年度 阿部　 信泰 昭和39 年 軍縮担当国連事務次長

平成18 年度 林　左絵子 昭和52 年 国立天文台・総合研究大学院大学助教授

平成19 年度 三木　 彬生 昭和34 年 神奈川臨海鉄道� 常務取締役

平成20 年度 成田　裕介 昭和46 年 日本映画監督協会常務理事

平成21 年度 梅津　　 至 昭和37 年 前 駐オーストリア大使

平成22 年度 秋山　 正子 昭和44 年 白十字看護ステーション

平成23 年度 吉村　和就 昭和42 年 グローバルウォータ・ジャパン代表

平成24 年度 進藤　孝生 昭和43 年 新日本製鐡代表取締役副社長

平成25 年度 伊藤　慶太 平成 ２ 年 NHK 大阪放送局編成部アナウンサー
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